
奄美大島地域介護サービス提供継続支援チーム

CM支援；新型コロナウイルス感染者発生時の対応フローチャート（バージョン①）

（必要に応じて）

（自宅療養期間の終了後）

介護サービス事業所
へ連絡

医療機関に対し、
利用者情報を提供

（選択順位①）

訪　問　介　護　サ　ー　ビ　ス　の　提　供

（選択順位②）（選択順位④）（選択順位③）

特養・老健の入所・
短期入所の利用

訪問介護事業所に
ヘルパー派遣依頼

医療機関に入院

＜★事務局（きずな勝村：☎090-4841-7295）＞

緊急ケアプラン作成
介護保険限度額確認

（※ 家族等と話し合って、家族等による

支援・介護を組み合わせる。）

通常も訪問介護サービスを
利用している

介護保険サービスを
利用して自宅療養

支援チーム（収束～回復期

実行チーム）による支援依頼

（※ 介護保険

　　サービス

　  として対応）

訪問系サービス提供

実施チームによる

ヘルパー派遣準備

他の訪問介護事業所に
ヘルパー派遣依頼

（※ 介護保険

　　サービス

　  として対応）

（※ 派遣されたヘルパーの

　  在籍事業所が介護保険

    サービスとして請求）

【新型コロナウイルス感染症に利用者が感染した場合の対応フローチャート】

通常は訪問介護サービス
を利用していない

支援チームへ協力依頼

利用者情報の提供

既存の訪問介護事業所に介

護サービス提供が

可能な”時間”の確認

既存の訪問介護事業所

では介護サービス提供が

困難な”時間”を把握

食事・服薬・排泄・保清に

必要な最低限の

訪問”時間”を検討

支援チームを招集し、

ケアマネジャーを含め、

相談・打ち合わせ

本人・家族に連絡し、

体調等の把握及び

今後の対応を相談

支援チームに連絡

自立もしくは家族等に

よる支援・介護のみで

自宅療養

認知機能の低下等により

単発的な介護サービス等

だけでは在宅生活が困難

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自　　宅　　療　　養　　　（ 想定ケース Aの一部、Bの一部、 C 、 D ）

定期的に本人・家族に
連絡し、状態確認

医療的な支援の
必要性が高い

利用者の感染確認（濃厚接触又はその恐れを含む。）

支援チームを招集し、

ケアマネジャーを含め、

相談・打ち合わせ

　　（※ 新型コロナの症状又は重症化が

　　　　　見られた場合には早急に病院受診）

かかりつけ医に

情報提供

　（必要に応じて）

＜★事務局（きずな勝村：☎090-4841-7295）＞
想定される

ケース
（保健所

の判断）

　A　陽性

　B　濃厚接触者でPCR検査中（半日～１日で判明）

　C　濃厚接触者でPCR検査で陰性

　D　濃厚接触者に該当せず

A・B・Cの場合、名瀬保健所(☎52-5411)に
連絡し、対応を協議（入院or自宅療養（期間））

　　　　　　　　　　　　入　　　　　院（想定ケース Aの一部）

本人・家族・市町村等から

ケアマネジャーに連絡

（必要に応じて）

（※ 連絡受付後３時間以内に開催！）

　（※ 陽性で無症状の場合であっても、認知機能の低下等により徘徊等があって在宅での

”自粛”療養生活が困難なケースについては、保健所に対して積極的に入院を要請する。）

（別紙１参照）

（別紙２参照）


